
Strix7：283-284（1988）

短報ShortReport

アカシヨウビンＨ上zjCyo7zcoroma7zdaがスズメバチの古巣で繁殖0

美馬秀夫’・中村正博２．中坂学夫３
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アカショウビンHajcyo7zcoFoma凡dαは，低地から山地のよく茂った林に夏鳥として渡来し，く

さった太い木の幹にくちばしで穴を掘って営巣するのが普通である（高野1981)．

今回，筆者らは能登半島において，アカショウピンがスズメバチの古巣で繁殖した事例を観察した

ので報告する．

観察したのは1988年８月７日，観察場所は，石川県鳳至（ふげし）郡門前町浦上，竹島松雄さん方

である．能登半島の北西端付近にあたり，周囲の環境は，スギとアテ（ヒノキアスナロ）の植林地，

ケヤキやコナラの林，水田，人家，道路などで，濁池という直径50ｍ位の小池がすぐそばにある．

スズメバチの古巣は，竹島さん方の納屋の軒下にあり，1987年に造られたものである．古巣は直径

60ｃｍ位の球形であり，アカショウビンがあけた巣穴の入り口は縦20ｃｍ，横12ｃｍ位で，奥深くまで

掘られていた．

巣からはヒナの鳴き声がよく聞こえ，ときおりヒナのくちばしと頭部が巣穴の奥にみえた．親は約

１～２時間おきにカエルをくわえて給餌にやってきた．濁池の上部の電線にとまって，カエルをねら

い，捕らえるところも観察することができた．

竹島さん一家は，営巣初期から熱心に観察しておられたので，以下，竹島さんから聞き取った情報

を記す．

・６月から，アカショウビンが周辺でみられた．

・７月２日に，１日でスズメバチの古巣に，巣穴をあけた．

・朝晩鳴いて，抱卵を交替した．

・７月25日ころからヒナの声が聞こえだした．

・餌はほとんどカエルだが，小さなヘビをくわえてきたことがあった．

・給餌は，日中は少なく，早朝と，夕方が頻繁になる．

・８月５日に，ヒナが巣の後側斜め下に穴をあけて，ふんを落とすようになった．

・８月11日，午前１０時，２羽十が巣出ちをし，親鳥とともに林の中へ飛び去っていった．

・８年位前にも，アカショウビンが土蔵の壁土をつつくのをみたことがあるが，その時には営巣しな

かった．

アカショウビンの特異な繁殖例として，清棲（1952）は，崖地の洞穴の中や土壁，稀には人家の一

部に孔を穿って繁殖するものもあるとし，高野（1981）は，土手や農家のわらぶき屋根の切り口に穴

を掘って営巣した例があり，更に，大きなスズメバチの巣に穴を掘った例があるとしている．しかし，

スズメバチの巣での繁殖例はこれまで報告されていないようである．

今回の繁殖例は，アカショウビンの営巣可能な環境が減少していることを示すものかもしれない．

しかし，同時に，アカショウビンが繁殖するための人為的な手助けのヒントを与えてくれているよう

にも思える．
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図１．スズメバチの古巣の中にいるヒナに，カエルを運んできた親鳥（１９８８．８．７美馬）
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